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１．今
こん

週
しゅう

のテーマ 

教
きょう

会
かい

のさまざまな組
そ

織
しき

は神様
かみさま

の救
きゅう

済
さい

計
けい

画
かく

とどんなかかわりがあるのでしょうか。 

救
すく

いのためには教
きょう

会
かい

の組
そ

織
しき

、人
ひと

の集
あつ

まりは必要
ひつよう

ではありません。ですが、神様
かみさま

のたくさんの人
ひと

といっしょに

天国
てんごく

にいられるようにしたいという神様
かみさま

の強
つよ

い気
き

持
も

ち、みこころをたくさんの人
ひと

に伝
つた

えるために教
きょう

会
かい

の組
そ

織
しき

はあ

ります。 

神
かみ

様
さま

の思
おも

いを伝
つた

えるというのは、伝
でん

道
どう

、宣
せん

教
きょう

という言
こと

葉
ば

であらわされます。伝
でん

道
どう

、宣
せん

教
きょう

を考
かんが

えるときに教
きょう

会
かい

がもたらす一
いっ

致
ち

は大切
たいせつ

なものです。そのことを今
こん

週
しゅう

は考
かんが

えます。 

 

２．組
そ

織
しき

の土
ど

台
だい

 

組
そ

織
しき

には、指
し

導
どう

者
しゃ

が必要
ひつよう

です。教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

はキリストです。聖
せい

書
しょ

は教
きょう

会
かい

の頭
かしら

はキリストと何
なん

度
ど

も示
しめ

し

ています。 

教
きょう

会
かい

は何
なに

をするにもキリストを中
ちゅう

心
しん

に考
かんが

えることで、教
きょう

会
かい

の役
やく

割
わり

を果
は

たすことができます。誰
だれ

でも、どん

な時
とき

でもキリストを頼
たよ

ることができるのが教
きょう

会
かい

の強
つよ

みだと思
おも

います。 

それは教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

においても大切
たいせつ

なことです。人間
にんげん

に頼
たよ

ることは、教
きょう

会
かい

の組
そ

織
しき

においては強
きょう

調
ちょう

されて

いません（教
きょう

会
かい

の組
そ

織
しき

では大切
たいせつ

なことではない）。 

キリストは弟子
で し

たちの足
あし

を洗
あら

うことによって、弟子
で し

たちの心
こころ

にあった、人
ひと

より上
うえ

に立
た

ちたいという気持
き も

ちが間
ま

違
ちが

っていることを教
おし

えられました。 



教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

は牧
ぼく

師
し

なのではないかといわれることがあります。牧
ぼく

師
し

でなくとも、教
きょう

会
かい

の中
なか

で権
けん

力
りょく

をふる

って命令
めいれい

したり、支
し

配
はい

することがキリストが示
しめ

した指
し

導
どう

者
しゃ

像
ぞう

ではないことははっきりしています。 

教
きょう

会
かい

の中
なか

でさまざまな責任
せきにん

や働
はたら

きがあり、それぞれが頭
かしら

であるキリストに従
したが

うことが大切
たいせつ

です。 

 

３．教
きょう

会
かい

の一
いっ

致
ち

を保
たも

つ 

わたしたちの教
きょう

会
かい

の中
なか

にも実
じっ

際
さい

に論
ろん

争
そう

があります。最近
さいきん

では女
じょ

性
せい

牧
ぼく

師
し

の按
あん

手
しゅ

について論争
ろんそう

が続
つづ

いています。 

そういう時
とき

に私
わたし

たちが見
み

るのは、お互
たが

いの違
ちが

いやあらさがし（欠点
けってん

をさがす）ではなく、キリストから与
あた

えら

れた真
しん

理
り

、私
わたし

たちが信
しん

じたキリストの精神
せいしん

です。 

教
おし

えを守
まも

ることを、パウロは重
じゅう

要
よう

視
し

しています。教
おし

えとは神様
かみさま

が私
わたし

たちに示
しめ

した教
おし

えです。その中
なか

には、き

びしくお互
たが

いを責
せ

め合
あ

う（叱責
しっせき

）ことよりも、忍耐
にんたい

強
づよ

く、とがめ、戒
いまし

め、はげますことが含
ふく

まれます。 

そのときに、神様
かみさま

の教
おし

えを守
まも

らない人
ひと

たちに対
たい

してどのようにすべきかも、聖書
せいしょ

は教
おし

えてくれます。 

懲
ちょう

戒
かい

（罰
ばつ

）が教
きょう

会
かい

にとって必要
ひつよう

であることは確
たし

かです。ですが、教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちで懲
ちょう

戒
かい

を

するようなことがあってはならないように、聖書
せいしょ

はマタイ７：１～５、ガラテヤ６：１、２で教
おし

えてくれます。 

ただ責
せ

めて追
お

い出
だ

すだけではなく、私
わたし

たちがお互
たが

いに罪
つみ

人
びと

であり、神様
かみさま

からの恵
めぐ

みにより許
ゆる

していただいてい

ることを考
かんが

えるべきだと教
おし

えています。 

 

４．教
きょう

会
かい

の一
いっ

致
ち

がもたらすもの 

いろいろと教
きょう

会
かい

の一
いっ

致
ち

について考
かんが

えてきましたが、もう一
いち

度
ど

考
かんが

えたいことは、教
きょう

会
かい

は神
かみ

様
さま

のみこころをた

くさんの人
ひと

に伝
つた

える伝
でん

道
どう

、宣
せん

教
きょう

のためにたてられているということです。 

神様
かみさま

のみこころを知
し

らなければ、私
わたし

たちクリスチャンは神様
かみさま

を受
う

け入
い

れてもいませんし、教
きょう

会
かい

という組
そ

織
しき

で神
かみ

様
さま

のために働
はたら

こうと思
おも

いません。 

キリストがその尊
とうと

い犠
ぎ

牲
せい

によって私
わたし

たちに救
すく

いをもたらせてくださったからこそ、私
わたし

たちは神様
かみさま

のために



働
はたら

こうと思
おも

うのです。 

一
いっ

致
ち

は私
わたし

たちが目
め

指
ざ

す最
さい

終
しゅう

目
もく

標
ひょう

ではありません。 

しかし、私
わたし

たちが神様
かみさま

のみこころをたくさんの人
ひと

に伝
つた

えようと思
おも

い、キリストを頭
かしら

としてお互
たが

いに仕
つか

えあう

ときに、神様
かみさま

の与
あた

えてくださる一
いっ

致
ち

が私
わたし

たちと共
とも

にあります。その一
いっ

致
ち

は私
わたし

たちにすばらしい力
ちから

を与
あた

えてくだ

さいます。 

 

話
はな

しあい 

・わたしたちの間
あいだ

に、一
いっ

致
ち

がみられないのはなぜでしょう。 

・わたしたちのなかに、罪
つみ

を犯
おか

す人
ひと

がいることを見
み

逃
のが

すことはよいことでしょうか。 


